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6 月のタイ経済は減速傾向 

 

 

 

 2024 年 6 月のタイ経済情報 

タイ中央銀行が発表した2024年6月の重要な経済指標によると、タイ経済は前月より減速しま

した。ほぼすべての経済部門で減速が見られています。主な要因として、外国人観光客の減少

に伴う観光収入の低下のほか、農産物と電気製品の輸出不振が影響しました。 

 

6月の民間消費は前年同月比1.5％増となりました。衣類などの非耐久財の消費は増えたもの

の、自動車などの耐久・準耐久消費財の消費が低迷しました。 

一方で、民間投資は、前年同月比1.3％増になりました。機械や設備向けの投資が改善してお

り、建設投資も資材などの値上がりを受け拡大しました。 

タイ経済の動向 
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要点 
 

・ 2024 年 6 月のタイ経済は前月から減速しました。ほぼすべての経済部門で減速が見られていま

す。主な要因として、外国人観光客の減少に伴う観光収入の低下のほか、農産物と電気製品の

輸出不振が影響しました。 

・ 2024年 7月のヘッドライン・インフレ率は、前年同月比0.83％上昇しました。ほぼすべての部

門が前月から上昇しています。一方で、振れ幅の大きい生鮮食品とエネルギーを除くコア・イ

ンフレ率は、前年同月比 0.52％上昇と、前月から加速が見られています。 

・ カシコンリサーチセンターは、タイの高齢者の消費額が 2029 年までに 2024 年見込み比 29.4％

増の 2.2 兆バーツ規模に拡大すると予測します。高齢者向けの様々な商品とサービスの需要が

伸びる見込みです。 

・ 社会の高齢化に伴い商機の拡大が期待される産業分野は、機能性食品、医療用食品、ヘルステ

ック、医薬品などの健康関連製品と、専門病院、介護施設・ナーシングホーム、健康観光など

の健康関連サービスです。 
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出所: BoT, Ministry of Industry, Ministry of Tourism and Sports 備考： YoY = 前年比; MoM = 前月比
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24年6月 PCI: 

-0.2% MoM, 1.5% YoY

24年6月 PII:  

0.6% MoM, 1.3% YoY

24年6月 輸出: 
-0.9% MoM, 0.3% YoY 

24年6月 外客数: 
-4.4% MoM, 22.3% YoY

24年6月 MPI: 
-0.6% MoM, -1.7% YoY
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6月の輸出は、前年同月比0.3％増の246億米ドルとなりました。中国向けのドリアンや、日

本・香港向けの電気製品、マレーシア向けの回路基板などが不振でした。 

工業生産に関しては、前年同月比1.7％減少しました。その主な要因は自動車販売の不振です。

ローン審査の厳格化による影響のほか、中国の電気自動車メーカーによる値下げ競争で買い控

える消費者が増えています。 

一方で、外国人観光客の伸びは前年同月比22.3％増となりましたが、前月比では減速してい

ます。 

 

商務省が発表した2024年7月のヘッドライン・インフレ率は、前年同月比0.83％の上昇となり

ました。ほぼすべての部門が前月から上昇しています。一方で、振れ幅の大きい生鮮食品とエ

ネルギーを除くコア・インフレ率は、前年同月比0.52％上昇と、前月から加速が見られます。 

食品・飲料部門は1.27％上昇しました。果物・野菜が4.24％、米・粉製品が3.44％、卵・乳

製品は2.89％、それぞれ上昇しましたが、肉・魚は2.20％の下落となっています。一方で、非

食品・飲料部門は0.50％の上昇となりました。 
 

タイの高齢者の消費額は 2029 年に 2.2 兆バーツ規模へ拡大 

 

 

カシコンリサーチセンターは、タイの高齢者の消費額が2029年までに2024年見込み比29.4％

増の2.2兆バーツ規模に拡大すると予測します。高齢者向けの様々な商品やサービスの需要が伸

びる一方、競争が激しくなるため、特に中小企業は新規参入に慎重を期す必要があります。 

2024年の高齢者の消費額は、前年比3.8％増の１.7兆バーツ規模になることが見込まれます。

2025年以降は年平均5.3％のペースで増加する見込みです。 

社会の高齢化に伴い商機の拡大が期待される産業分野は、機能性食品、医療用食品、ヘルス

テック、医薬品などの健康関連製品と、専門病院、介護施設・ナーシングホーム、健康観光な

どの健康関連サービスです。また、スマートホーム機器、ペット用品、高齢者向け住宅などの

ライフスタイル製品、ペットケアサービス、金融サービス、高齢者向け娯楽などのライフスタ

イルサービスもあります。 

 

            監修：カシコンリサーチセンター 

  
 

 

本資料は情報提供を唯一の目的としており、ビジネスの判断材料とするものではありません。掲載されている分

析・予測等は、資料制作時点のものであり、今後予告なしに変更されることがあります。また、予測の妥当性や

正確性が保証されるものでもありませんし、商業ないし何らかの行動の為に採用することから発生した損害の責

任を取れるものでもありません。本資料の予測・分析の妥当性等は、独自でご判断ください。 
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0.52% YoY, 0.19% MoM
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